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CSPM、CIEMだけに留まらない、インシデント可視化機能を兼ね備えた 
Cloud Native Protector Service 販売開始 

 
2022年 10月 13日 
株式会社アズジェント 

（JASDAQ・コード番号 4288） 

 
セキュリティソリューションの提供を主業務とする株式会社アズジェント（所在地：東京都中央区、代表取締役社

長：杉本隆洋、JASDAQ：4288、以下、アズジェント）は、SkyHawk (CNP) Security Ltd.（スカイホークセ
キュリティ 所在地：イスラエル C.E.O：Chen Burshan 以下、スカイホーク）とディストリビュータ契約を締結し
CSPM※１／CIEM※２の基本機能とインシデントを可視化する CTDR※３機能を併せ持った「Cloud Native 
Protector Service」の販売を開始します。 
 
【クラウドにおける CSPM・CIEM の必要性とインシデント管理】 
クラウドファーストの考え方の浸透、リモートワークの増加等により多くの組織がクラウドの導入を検討しています。クラウ

ドは導入が簡単で、どこからでもアクセスできるという利便性をもつ反面、組織内に複数の環境が存在することにより管
理が煩雑になりやすい、どこからでもアクセスできるため設定不備により不正アクセスが起こりやすいといったデメリットも存
在します。この問題を解決する製品として多くの組織で導入、検討されているのが CSPM と CIEM です。CSPM は
AWS や Azure に代表されるパブリッククラウドに対して、クラウドの設定を確認し、設定ミスがないか、組織に必要な各
種ガイドライン（ISMS、PCIDSS 等）への違反がないか、継続してチェックを行い、設定ミス等を発見した際は通知を
行います。一方、CIEM は、クラウドアカウントの過剰な権限付与を検出し、最小権限の考えを基軸とした推奨ポリシー
を提示します。 

CSPM、CIEMはクラウドを正しい設定状態に導くことでリスクを最小化するための事前対策としては有用ですが、イン
シデントの兆候検知や事後対応に重きを置いたものではありません。パブリッククラウドにおいても、オンプレミス同様、イン
シデントの兆候をいち早く検知し、実際に内部への侵入といったインシデントが発生した際には、誰がどこで何を行ったか
を把握し、迅速な攻撃への対処を行う必要があります。しかしながら、多くの CSPM ベンダーやパブリッククラウドが提供
するインシデント検知や脅威検知のソリューションは、単一のイベント検知のみを行うため、インシデント全体を把握する
ためには増大な時間を費やすことになります。 

 
【Cloud Native Protector Service】 
これらの問題を解決するソリューションがスカイホークの Cloud Native Protector Service です。Cloud Native 

Protector Serviceは CSPM、CIEMの基本機能に加え、インシデントの検知と可視化を行う CTDR機能をもったク
ラウドセキュリティソリューションです。パブリッククラウド上の各種ログの相関分析を行い、インシデント発生を検知した際に
は、いつ、だれが、どのような攻撃を実施したのか、全体のインシデントフロー（図１）を提示することによりインシデント
を可視化します。これにより管理者はクラウド上で何が発生したのかを把握するとともに、早急なインシデント対策を行う
ことができます。 
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（図１：Cloud Native Protector Service 画面） 
 
Cloud Native Protector Service を導入することでクラウドセキュリティにおける事前対策（CSPM、CIEM）と

インシデント発生の際の事後対策（CTDR）の双方を行い、クラウドのセキュリティを維持することができます。 
Cloud Native Protector Service の販売開始は 2022年 11月 1日より。サブスクリプション型での提供で、価

格は 100 インスタンスの場合、年間約 590万円です。1年間で 6,000万円の販売を目指します。 
 

※１ CSPM：Cloud Security Posture Management 
※２ CIEM：Cloud Infrastructure Entitlement Management 
※３ CTDR：Cloud Threat Detection & Response：クラウドの脅威検出および対処機能 

 
 

【アズジェント会社概要】 
会社名： 株式会社アズジェント （Asgent, Inc.） 
所在地： 〒104-0044 東京都中央区明石町 6-4 
代表取締役社長： 杉本 隆洋 （すぎもと たかひろ） 
TEL： 03-6853-7401（代表）     
資本金： 7億 7,111万円 
取引銀行： みずほ銀行、三井住友銀行 他 

 
【記事ご掲載の際の読者からのお問い合わせ先】 
株式会社アズジェント  

〒104-0044 東京都中央区明石町 6-4 
TEL：03-6853-7402  E-mail：info@asgent.co.jp  URL：https://www.asgent.co.jp/ 

 
【報道資料についてのお問い合わせ先】 
株式会社アズジェント  広報担当 横田  TEL：03-6853-7417     E-mail：yokota@asgent.co.jp  

※ 文中に記載の会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 
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